
Confidential

CAIWA Service Qrea
クレア



Confidential

2

Exiis-Lab

＝”Entertainment × Intelligence = Innovations”

“エンターテインメントとAI技術の融合によって多くの技術革新を起こそう“

という信念のもと、AI関連のソフトウェア・WEBサービスの開発・提供、

導入コンサルティング、AIに関するビジネス推進支援を行なっています。

社名 株式会社イクシーズラボ

所在地 東京都江東区有明3-7-26 有明フロンティアビル

設立 2017年1月

代表者 代表取締役社長 菊池 淳

事業内容 １.人工知能システム・ロボット開発・製造・販売
２.ソフトウェアシステム受託開発
３.人工知能に関する各種技術の応用研究

URL http://www.exiis-lab.com
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なぜ今ナレッジ活用が重要なのか
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背景と課題

人材の流動化・労働人口減少

・退職や転職、異動増により、現場のノウハウ（暗
黙知）が消失しやすい状態に。
・若手採用の難化により業務・技術の継承が進まな
い。（属人化問題）

業務知識を形式知化し、誰でも再利用できる形で蓄
積・継承するための仕組みが必要

働き方の多様化

・テレワーク等の多様な働き方で、対面共有が減り、
確認作業や問題解決に時間がかかる
・ワークライフバランス重視や残業規制で、短時
間・高効率な業務が求められている

無駄な確認作業や手戻りを減らすためにマニュアル、
過去事例を迅速に共有・活用できる環境が必要

ナレッジを体系的に管理・共有する取り組みの重要性が一層高まっています

新技術導入・DX化加速

・ツール・システムの乱立および情報の散在によっ
て必要な情報が探しにくい
・新しいツールや新技術導入による負担や教育コス
トが増加

使い方・事例・FAQ、先行導入部門の成功事例・
注意点を横展開し使いこなす文化の育成が必要

市場変化・競争激化（VUCA時代）

・市場ニーズの変化が加速し、顧客の期待に柔軟・
迅速に応える必要がある
・変化に適応できない企業は競争力を失うリスクが
高まっている

現場で得られる顧客の声、最新の知見やベストプラ
クティスを組織全体で共有する仕組みが必要
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ナレッジの活用がもたらす成果
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出典元：ナレッジマネジメント白書 2024（any株式会社）

成果が得られた：72% 成果が得られなかった：1.6%

どのような成果が得られたか

業務効率化 技術力向上 業務品質向上 商品力強化 営業力強化 若手への技術継承
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ナレッジ活用が企業成長の鍵に
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業績が大幅に増加している企業では、ナレッジマネジメントに取り組んでいる割合が高い

出典元：ナレッジマネジメント白書 2024（any株式会社）

「知識を資産に変え、効率よく活用できる企業は成長も持続する」
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ナレッジ活用がうまくいかない負のループ

「あるはずの知」が活かされない

「情報探索」に多大な時間を奪われ「業務停滞」を招く

問い合わせ先（担当者）がわからない

電話がつながらない、メール返答に時間
がかかる
（特定の担当に問い合わせ集中）

資料が見つからない（分散）

資料が見つかっても必要情報が探しにくく
内容もわかりにくい
（形式不統一）

社内問い合わせ（電話・メール）資料を探す（文書検索）

6

RAG技術を活用した
次世代のナレッジ活用支援ソリューション
「AIナレッジエージェント」が解決！

「資料探索」「候補資料のリスト化」「最適な資料選定と情報抽出」「要点整理・回答生成」
を自動化
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RAGとは
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Retrieval-Augmented Generation (RAG) は、大規模言語モデル（LLM）によるテキスト生成
に、外部情報の検索を組み合わせることで、回答精度を向上させる技術のこと。

ハルシネーションを抑制最新情報を反映 インターナル対応

検索対象である社内資料等
のデータを更新すればすぐ
さま回答に反映される

社内資料等を生成元にする
ため回答の根拠が明らかと
なるため間違った情報を得
るリスクが減少

社内の資料を元にすること
で企業独自の問い合わせ対
応が可能となる
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AIナレッジエージェント

CAIWA Service Qreaの紹介
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CAIWA Service Qrea（クレア） 概要

9

RAG技術を活用したAIナレッジエージェント

社内の知を、瞬時に引き出す！
膨大な文書を業務に活きるナレッジに

質問するだけで、関連性の高い文書を探索＆リスト化。
さらに最適な文書を選んで必要な情報を抽出し、生成AIが要点をまとめて提示してくれる！

文書検索システムと違い自分で情報を探す必要なし！
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こんなお困り事ありませんか？

AIエージェント「Qrea」が解決！

新人教育に時間がかかり、
教える余裕がない

ベテランのノウハウが引き
継げず、技術が失われる

既存の文書検索システムが
使いにくい

社内に分散した資料から欲

しい情報を見つけられない

業務が特定の人に偏り、対
応できる人が限られる

過去の失敗が活かされず、
同じミスを繰り返す
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イノベーション

創出支援

知の継承

人材育成

信頼性と

対応力の向上

・情報検索時間の短縮
・意思決定の迅速化
・業務の標準化

・多様な発想の促進
・新製品・新事業の企画・構想支援
・部門横断の知見共有と共創の促進

・トラブル・不具合への迅速対応
・ナレッジに基づく一貫性のある対応
・過去成功事例を活かした提案力向上

業務効率化
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導入企業が得られるベネフィット

・属人化の解消
・ベテランの知識継承促進
・新人教育の効率化
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UIの主な機能

主な機能
A. ファイル情報
• 回答の元になったPDFファイルの閲

覧・ダウンロードが可能
• 回答生成に使用した情報が載っている

ページを確認可能

B. ファイル一覧
• AIが関連性の高い文書を自動でリスト

化し、最適な文書を選定
• 各文書の概要を自動生成し、内容を把

握しやすく
• 参照文書を切り替えて、別の文書から

の回答も取得可能

C. 回答・質問入力
• 質問に応じた文書内の情報をわかりや

すくまとめて提示
• 回答後に追加の質問が可能
• 対象とする文書のカテゴリを絞ること

が可能

A

C

B

Qreaユーザーインターフェース
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特徴 精度を高める独自技術搭載

高い文書選定精度

独自開発の辞書により、精度

の高い参照文書の選定と情報

抽出を実現

自社開発AI「CAIWA」とRAG技術の融合で高い精度を実現

1

ハルシネーションリスク抑制

ファクトチェック機能やド

キュメントカテゴライズなど

間違った情報を取得するリス

クを抑制する仕組み多数

2

企業固有の言語に対応

企業固有の言い回しや製品名

を認識できるユーザー辞書機

能を搭載

3
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特徴 簡単導入・月額固定

既存資料を活用でき導入が簡単、月額固定・人数無制限で予算も立てやすい

誰でも簡単！すぐ導入可能

社内にあるドキュメントをアップロード

し、ワンクリックで利用開始。PDF、

Word、Excel、PowerPointなど、多様

な形式のドキュメントに対応しており、

既存資料をそのまま活用可能。

1

月額固定・利用人数制限なし

従量課金ではなく、月額固定制のため予

算管理がしやすい。また利用人数に制限

がないため、社員数が増えてもコストを

気にせず全社的に利用可能。

2

14
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活用シーン例

「〇〇設備の異音の原因は？」「最新の検査基準は？」

設備トラブル対応履歴や技術資料から情報提示

過去のノウハウを活かした迅速な問題解決を実現

製造部門

「○○という要望における過去の成功提案事例は？」

過去の提案資料や顧客要望から最適な提案を生成

顧客への迅速かつ的確なアプローチを可能に

営業部門

「システム障害発生時の初期対応手順は？」

過去の障害記録や手順書等から分かりやすい説明を生成

対応の属人化を防ぎ、ナレッジの定着を実現

情報システム部門
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CAIWA

Communication Agent with Intelligent Word Analyzer
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AI会話プラットフォームCAIWAの紹介
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構築・運用ツール高性能AI会話エンジン

AIチャットボットを簡単に構築・運用するためのプラットフォームCAIWA（カイワ）

高い言語
認識精度

簡単構築
メンテナンス

歴史ある
システム 豊富な実績 多数の特許

クラウド・オンプレミス両対応

AI会話プラットフォームCAIWA ５つの強み

17
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チャットボットUIに入力されたテキストは、
CAIWAサーバーに送られ、AIによる処理が
行われて、最適な回答を返す。

CAIWA ROBOT MANAGER
運用担当者がログインして
構築運用を行う管理ツール

※知識DBとは
入力されるテキスト（質問）とそれに対してどういう出力（回答）を返すかを定義
づけたデータベース（学習データ）。CAIWA ROBOT MANAGERを利用し作成。
ChatGPT API連携によるQA自動生成機能を利用し手間なく作成することも可能。

CAIWAの概要

18
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Q１：会社の所在地について
A１：会社は有明にあります

Q2：イクシーズラボについて
A2：こちらのページをみてね

入力された文章に意味が最も近いQを知識DB内から見つけ出し
て、そのQに紐づいている回答を返す

知識DB

代表語：イクシーズラボ 
同義語：イクシーズ、exiis-
lab

ユーザー辞書

各ノードのQ（インテント）に、
大量の同義文（トレーニングフ
レーズ）を学習させる必要なし

企業固有の商品名、サービス名、
専門用語などのみ登録、一般用
語は必要なし

少ないデータで言語認識精度が高いわけ

19

CAIWAエンジン 高い言語認識精度を誇るAIエンジン
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認識精度例

20

Q 入力文 説明

援助が必要 援助してほしい 「必要」と「要求」の意味が近いと認識

出版しちゃいけない 発行禁止 「禁止」という意味を認識し同義と判定

野菜が必要です 野菜はありますか？ 「要求」の意味を認識し同義と判定

メールが送れない
急にメールが送信できなくなって
困ってます

少し長めの入力文でも意味が近いと判定

Qにヒットする

Q 入力文 説明

アメリカが不景気なのはな
ぜ？

イギリスが不景気なのはなぜ？ 対象の違いを認識

いつ東京に届きますか？ 東京に届ける料金は？ 「時制」と「金額」の意味の違いを認識

これは何円ですか これは何キロですか 単位の違いを認識

どこに墜落した？ なぜ墜落した？ 「場所」と「原因」の違いを認識

パリから届く パリに届く 「起点」「着点」の違いを認識

メールが送れない メールがない 「不可能」と「有無」の違いを判定

Qにヒットしない

「Qにヒットしない」に注目すると、Qと同じキーワードが入力文に含まれていても意味として違うも
のはヒットしていない
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使いやすい構築・運用ツール
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生成AIと自社開発AIによる
構築・メンテサポート機能搭載

簡単構築

➢ 生成AIによるQA自動生成機能
➢ 一括テスト（テストセットは生成AIによって

簡単に作成可能）

楽々メンテナンス

➢ リアルタイム解析
➢ 類似Q提示
➢ 生成AIがドキュメントに基づき新規回答案作成

CAIWA ROBOT MANAGER 専門知識必要なし！直感的に扱える管理画面

充実したレポート

➢ 効果測定のための定量分析
➢ 対応品質改善や顧客インサイトを把握するため

の分析（入力ランキングや満足度分析など）
➢ PPT・CSVでのレポート書き出し
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使いやすいテスト・メンテナンス機能

22

ある企業がテストを行い回答の正誤確認と分類にかかった実際の時間

他社製品CAIWA

15分 33時間

（テストデータ：１００問）

一括テスト機能
「テスト用（想定質問）データ」にて一括テスト可能
テスト用データはChatGPT連携によるQA自動生成機能
でドキュメントから簡単に作成できる

なぜ短時間でできるのか

メンテナンス機能
複雑な作業は必要なく効率よく学習データの
追加・更新が可能

・ユーザーの質問をリアルタイムに解析
・フィルタで素早く分類
・AIによる類似Qの候補提案
・ChatGPT連携による回答生成
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チャットボット導入・構築時の問題あるある
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1. 整理されたデータが必要
・学習用のデータ(FAQデータ等)が集約されていない
・綺麗なデータになっていない（生ログの状態、文章が長すぎるなど）
・各対応チャネルの担当者ごとにデータのフォーマットが違う

2. 回答精度（正答率）が上がらない
・大量の例文（同義文）を登録しないと意図したQ（インテント）にヒットしない
・どういう同義文を学習させればいいかわからない
・無駄な文章を学習させてしまい誤回答の原因になってしまう

3.テスト・チューニングに時間がかかる
・一つずつ質問を入力して回答できるか確認するのは時間がかかる
・質問の意図として、より最適なものがある場合でも、見つけられない
・間違った回答が返ってきた際、何にヒットしたかがわからない

4.思ったより開発コストがかかる
・回答と一緒にWEBページや画像を表示させるのが簡単にできない
・質問候補を表示させるのにプログラミングが必要
・回答が役に立ったかを聞くためのボタンを表示させるのに開発が必要

CAIWA × 生成AIが解決
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CAIWAの歴史
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2001年 ★CAIWA開発スタート

2006年 ・研究機関（産総研、大学等）と共同研究

2008年 ・ホームページ上の自動対話型コンテンツサービス開始（チャットボットの原型）
・日産自動車WEBプロモーションにて採用
・2008年グッドデザイン賞受賞
・各企業のWEBプロモーション向け自動対話型コンテンツ多数採用

2010年 ・CAIWA クラウドサービス開始
・CAIWA Service Viiiリリース

2011年 ・構築・運用管理ツール CAIWA ROBOT MANAGER リリース
・各社とパートナー提携開始 大手携帯キャリアで採用

2015年 ・2015年 ITpro EXPO AWARD 優秀賞受賞
★【チャットボット】がキーワード化

2016年 ・英語版サービス開始
・オンプレミス版提供開始

2018年 ・DB検索AI CAIWA Service CoReDA発表
・沢井製薬 チャットボットを利用した薬品検索を実現(製薬業界初）

2020年 ・自治体・教育機関での採用増加

2021年 ・AIドキュメント検索CAIWA Service FinDocリリース
・Microsoft Teams連携「CAIWA Service for Teams」リリース

2022年 ・チャットボット×社内ドキュメント検索 CAIWA Service Viii AIドキュメント検索FinDocと連携可能に

2023年 ・ChatGPT API連携「CAIWA Service Viii Powered by ChatGPT API」リリース

2024年 ・AIプロダクトアワードでCAIWA Service Viiiがグランプリ受賞！

20年以上の研究開発による、成熟したAIシステム
15年以上サービス提供して得た知見による手厚いサポート
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豊富な実績
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カスタマーサポート

社内問い合わせ対応
ダイキン工業様
本田技研工業様
TBSテレビ様
バイエルホールディング様
東北電力様
桜美林大学様（生徒向け）

横河電機様
千寿製薬様
日本調剤様
ヤンマーパワーテクノロジー様
他

品川区様
東日本旅客鉄道様
阪急阪神電鉄様
バッファロー様
エネルギア・コミュニケーションズ様
東京観光財団
田辺三菱製薬様
沢井製薬様
新生銀行様
全国生活協同組合連合会様（各地 共済サイト）

軽自動車検査協会様
他

導入実績 累計約2００社 高い継続率
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50件以上の特許取得
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・会話基本機能
ユーザーからの入力（文字・音声等）を意味解釈
し知識データ内のQ群と距離判定。一番近いQに
紐づくAを返す。また、応答内容によってユー
ザー端末に所定の挙動（URL、画像を呼び出す
等）を行わせる情報提供システム。

（特許第6345577号）

・知識のテスト・メンテナンス機能
学習データをリアルタイムにテストが出来る機能
を有し、また、テストの結果やユーザーからの問
合せ結果を利用して知識のメンテナンスを実施す
るシステム。

（特許番号6087333号）

・会話を通じたロボットの制御
（特許番号3923378号）

他、約50件の特許取得
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